
（別記様式第３号） 

普及活動検討会実施報告書 

                                                                           気仙沼農業改良普及センター 

実施月日：令和５年８月 31 日 

実施場所：気仙沼合同庁舎５０４会議室 

１ 検討内容                                                            ２ 検討委員の構成                        （単位：人） 

No 検 討 項 目  

 

 

 

 

 

区 分 人数 区 分 人数 

１ 

２ 

３ 

プロ課題 No.１「担い手を核とした地域農業の継続・発展」 

プロ課題 No.２「市場等ニーズに応じた花き・花木生産による経営発展」 

プロ課題 No.３「四季成りいちごの生産体制確立による収量確保」 

先進的な農業者 １ 生 活 者    

若手･女性農業者 １ 学識経験者  

市 町 村 ２ マスコミ    

農業関係団体 １ 民間企業  

 

３ 委員の評価と普及センターとしての対応方向 

検討項目 評価値 

平均値 
評価結果（コメント，評価表の要約） 普及センターとしての対応方向 

プロ課題

No.１「担い

手を核とし

た地域農業

の継続・発

展」 

4.4 

・かわら版の発行は皆が活動内容を把握できるので有用、

高収益作物が本当に高収益になるか不安。 

・プレゼン資料を見ると高齢化や担い手不足の中でも非

常に前向きなイメージ、他地域と視察や交流があれば

良い。 

・非常に重要な地域合意形成の支援が順調のよう、小規模

ほ場整備の優良モデルとなるよう期待。 

・ほ場整備に必要な高収益作物の取り組み、成果があがっ

ている。地元が求めている支援がなされている。 

・高収益作物や乾田直はなど永続的な農業へ貢献できる

課題。収益を上げつつ省力化を図ることは農業者すべ

ての課題なので成果の有効活用を。 

・高収益作物については、作付面積や導入機械など諸々の条

件を検討し評価していく予定です。 

・県内には小規模面積での事例が少ないため、他地域の情報

を取り入れながら優良モデルとなり得るよう支援していき

たいと考えています。 

・乾田直はやドローン、RTKを活用した農作業機など省力化技

術などの普及を図り、地域農業に貢献していきたいと考え

ております。 

 



検討項目 
評価値 

平均値 
評価結果（コメント，評価表の要約） 

 

普及センターとしての対応方向 

プロ課題

No.２「市場

等ニーズに

応じた花き

・花木生産

による経営

発展」 

4.8 

・除草剤が利用可能になれば労力軽減で有効。 

・除草剤適用拡大試験など次々に必要な技術の展開があ

り、やる気や努力が伝わってきて、次世代に引き継ぐた

めのヒントがあるように思える。 

・農業者の良き相談相手として継続支援の取り組み、地域

の新たな農業所得確保として期待。 

・除草作業省力化支援について成果を上げている。支援に

よる経営拡大が図られている。 

・採算性の向上に向けた取り組みが重要。今後は後継者の

育成等の課題に取り組み、継続した支援を期待。 

・低コスト化及び省力・軽労化に向けた取り組みを継続検討

し、農業所得拡大を図りたいと考えております。 

・露地園芸作物ですが、収益化できるまで数年かかることか

ら、採算性を上げるためにも株枯れや規格外など収益ロス

につながるマイナス要因を減らすための取り組みも検討し

ていきます。 

・新たなクロマツ栽培者の確保と支援方法も次年度以降の課

題だと考えていますので、取り組み方法について検討して

いきます。 

プロ課題

No.３「四季

成りいちご

の生産体制

確立による

収量確保」 

4.4 

・いちご便りはなかなかいい、情報がたっぷり。 

・今夏の高温でハウス内で働く人への影響があると思わ

れ、労働者の負担を考えると若い人の定着が疑問。た

だ、販路があるとのことなので普及に期待。 

・生産者が必要な情報の提供などしっかり共有されてる

ようなので安心、新しい取り組みなので期待。 

・四季成りいちごの栽培支援により目標に近い収量の成

果を上げています。 

・夏場の生産は困難も多く出荷量も少ない、克服すれば市

場拡大・高収益につながる。機械導入や栽培管理など今

後も指導を継続し将来につなげてください。 

・いちご便りにつきましては、有益な情報を伝えられるよう、

引き続き発行していきます。 

・夏季の高温下では生産者の負担を軽減できるよう、作業体

系の改善を図っていきたいと思います。 

・四季成りいちご収量の向上及び目標収量の達成に向け、巡

回指導、定例会を開催し、情報提供や栽培技術指導、経営安

定化支援を図ってまいります。 

・夏場の生産につきましては、生産者の意向を踏まえながら、

機械導入や栽培管理改善を検討しつつ、高収益・販路拡大

につながる支援・提案を継続していきます。 

  


